
自主作業（自主作業（自主作業（自主作業（追肥・土寄せ追肥・土寄せ追肥・土寄せ追肥・土寄せ）をする参加者）をする参加者）をする参加者）をする参加者    

   

 

 

 

 

    

前期野菜作り講習会 
 7 月に野菜作り講習会は開催しませんで

したが、この時期に必要な作業はいくつか

あります。そこで、参加者に連絡して自主

作業をしていただきました。 

 一つ目の作業は、6 月 7 日に播種した 

スイートコーンの追肥と土寄せです。背が

高く伸びるスイートコーンが風で倒れな

いようにするためにも土寄せが必要です。 

 

 次に、6 月 7 日に定植したネギの追肥

と土寄せです。ネギの土寄せは軟白部分

を多くするのに不可欠な作業ですので、

二股に分かれているところの下までしっ

かりと土寄せをしていただきました。 

 あわせて除草も行い、野菜作り講習会

のほ場がきれいになりました。 

 

写真の通り生育は順調で、８月 3 日の

野菜作り講習会ではジャガイモを収穫し

ました。“自分が育てた野菜を手にするの

は最高ですね。” 

 ７月１８日にクマよけの電気柵を設置 

しました。野菜作り講習会ではクマの好物

のスイートコーンを栽培しているので、電

気柵の設置は必須です。 野菜作り講習会ほ場に設置された電気柵野菜作り講習会ほ場に設置された電気柵野菜作り講習会ほ場に設置された電気柵野菜作り講習会ほ場に設置された電気柵    

７月３０日現在の生育状況７月３０日現在の生育状況７月３０日現在の生育状況７月３０日現在の生育状況    



稲作指導会 
 7 月 1 日に“アグリいな”で猪苗代稲作部会主催の「稲作指導会」が開催され

ました。指導会では、会津農林事務所の小島一良主査を講師に招き異常気象対策

やカメムシ防除についての指導が行われました。 

 「稲作指導会」には、“アグリいな”始まって以来の最高人数となる 60 名が   

集まり、駐車場や会議室に入りきれないほどの大盛況となりました。 

異常気象対策やカメムシ防除に対する農家の関心の高さがうかがわれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業体験（除草） 
 「アグリいな第 33 号」で紹介した

ように 5 月 29 日に田植えの体験学習

を実施した３校の中の１校、三春町立

中妻小の児童が７月７日に再度「アグ

リいな」を訪れ、自分たちが植えたと

ころの除草を実施しました。 

 

 

 

三春町立中妻小では、稲刈り体験まで

実施する予定のようです。 

 

 

 

除草をする児童のみなさん除草をする児童のみなさん除草をする児童のみなさん除草をする児童のみなさん    

熱心に説明を聞く児童のみなさん熱心に説明を聞く児童のみなさん熱心に説明を聞く児童のみなさん熱心に説明を聞く児童のみなさん    



散播＋溝切り散播＋溝切り散播＋溝切り散播＋溝切り    

そばの品質向上のための播種法試験 
 そばについては、２６年産から未検査品、 

２７年産からは規格外品が畑作物の直接支払 

交付金の対象から外れるため、今後、より高 

品質のそば生産に取り組む必要があります。 

 そこで「アグリいな」では、品質向上の 

ための播種法試験を実施することとしました。 

試験区は、①散播（慣行）区②散播+溝切り区 

③条播区の３区で７月３０日に播種しました。 

 

“自家消費作物”栽培土壌の 

放射性物質スクリーニング検査 

これまでの食品の放射性物質スクリーニング検査に加え、土壌の検査を開始し

ます。検査は予約制となっていますので、必ず予約のうえご来所ください。 
 

○○○○検査検査検査検査開始開始開始開始日日日日    9999 月月月月        1111    日（日（日（日（月月月月））））    （（（（８月２５日（月）８月２５日（月）８月２５日（月）８月２５日（月）から予約を開始します。）から予約を開始します。）から予約を開始します。）から予約を開始します。） 

○検査○検査○検査○検査対象対象対象対象    ・・・・自家消費作物を栽培する為の土壌に限ります。 

（※※※※販売目的の作物販売目的の作物販売目的の作物販売目的の作物を栽培する為の土壌は対象外です。を栽培する為の土壌は対象外です。を栽培する為の土壌は対象外です。を栽培する為の土壌は対象外です。） 

       ・検査する土地で栽培された作物も一緒に栽培された作物も一緒に栽培された作物も一緒に栽培された作物も一緒にお持込みいただきます。 

（作物は、今まで同様 1 ㎏程度ご用意ください。） 

・今後栽培を予定されている土地については、土壌のみも受付け  

ますが、後日、作物も検査をしていただきます。 

○○○○採取方法採取方法採取方法採取方法    ・検査をしたい土地の 5 か所から、15 ㎝程度の深さの土壌を約

1.5kg 採取し、石は取り除く。 

・できできできできるだけ乾いた状態の土るだけ乾いた状態の土るだけ乾いた状態の土るだけ乾いた状態の土を採取する。（雨が降った直後は避ける） 

      ・1 日屋内で保管する。（保管時、容器は密封しない） 

      ・保管後の土壌約 1kg を二重にしたビニール袋に入れ密封する。 

      ※詳しくは予約の際にご説明します。 

○○○○そそそそ    のののの    他他他他        ・・・・検査時間は 1 時間程度です。 

        ・検査済みの土壌はお持ち帰りいただきます。                

・土壌に基準値がない為、参考扱いの検査になります。 

予約予約予約予約・・・・お問い合わせ電話お問い合わせ電話お問い合わせ電話お問い合わせ電話         ０２４２－８５－７１３７ 



転作等現地確認の第２回目を８月下旬から９月上旬に実施します。 

現地確認の日程は、集落推進員を通してお知らせします。 

○お問い合わせ先：猪苗代町農業活性化協議会事務局（町農林課）：６２－２１１６○お問い合わせ先：猪苗代町農業活性化協議会事務局（町農林課）：６２－２１１６○お問い合わせ先：猪苗代町農業活性化協議会事務局（町農林課）：６２－２１１６○お問い合わせ先：猪苗代町農業活性化協議会事務局（町農林課）：６２－２１１６    

現地確認を行います現地確認を行います現地確認を行います現地確認を行います 

農地中間管理機構から農用地の借り受けを希望する方の第１期公募を、平成２６

年８月１日から平成２６年９月１日の期間で実施いたします。 
 

○応募方法 

（１）農地の借り受け希望者は、エントリーシート（応募用紙）に必要事項を記載

して、町農林課へ持参するか、農地中間管理機構へ郵送又は直接電子メール添

付により応募してください。 

（２）エントリーシート（応募用紙）は、県農業振興公社のホームページか、町農

林課・アグリいなの窓口にあります。 

（３）公募は、原則として毎年８月と１２月の２回行います。 
 

○お問い合わせ先 

公益財団公益財団公益財団公益財団法人福島県農業振興公社（農地中間管理機構法人福島県農業振興公社（農地中間管理機構法人福島県農業振興公社（農地中間管理機構法人福島県農業振興公社（農地中間管理機構） 

電話：０２４—５２１－９８４５電話：０２４—５２１－９８４５電話：０２４—５２１－９８４５電話：０２４—５２１－９８４５        メール：メール：メール：メール：kikoufukushima@fnk.or.jpkikoufukushima@fnk.or.jpkikoufukushima@fnk.or.jpkikoufukushima@fnk.or.jp    

 町農林課町農林課町農林課町農林課：６２－２１１６：６２－２１１６：６２－２１１６：６２－２１１６    

農地中間管理事業の借受希望者の公募を行います農地中間管理事業の借受希望者の公募を行います農地中間管理事業の借受希望者の公募を行います農地中間管理事業の借受希望者の公募を行います 

「未来の夢たい肥」好評発売中「未来の夢たい肥」好評発売中「未来の夢たい肥」好評発売中「未来の夢たい肥」好評発売中 

○バラ堆肥（５.142 円／ｋｇ）配達も出来ます。（３００ｋｇ以上）  

○小  袋（１０ｋｇ入り：１２３円）○ペレット（１５ｋｇ入り：１８５円） 

○定休日：土・日・年末年始  ※JA あいづ東部営農センターで販売中 

○お問合わせ先：お問合わせ先：お問合わせ先：お問合わせ先：猪苗代町優良堆肥製造施設猪苗代町優良堆肥製造施設猪苗代町優良堆肥製造施設猪苗代町優良堆肥製造施設：：：：０２４２－８５－８８１００２４２－８５－８８１００２４２－８５－８８１００２４２－８５－８８１０    

 

 

    

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 


